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働
く
青
少
年
の
い
こ
い
の
場
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待
望
の
勤
労
青
少
年
ホ
1

ム
が
、
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

マ
二
階
(
二
百
三
十
平
万
一
日
)

り
、
叩
月
日
日
に
起
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
臼

娯
楽
談
話
室
、
刺
理
教
室
、
図
内
出

こ
の
ホ
l
ム
は
、
働
く
青
少
年
が

一
同
の
壮
一却

を

終

え

て

岱

起

人

出

、
便
所

か
ら
、
あ
る
い
は
余
暇
を
よ
り
楽
し
く
、
健
全
に
す
と
し

マ
三
階
(
二
百
二
十
六
平
万
M
〉

て

い

た

だ

く

た

め

の

施

ぷ

で

す

。

音

楽

室

、
集
会
主
三
、
和
室
(
二
十

旦
)
茶
室
、
便
所

な
お
、
建
物
の
両
側
に
は
二
十
二

M
川
×
十
一

M
の
コ

l
卜

一
面
を
と
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

創
刊
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
は

、

村
木
地
内
(
魚
津
交
通
哀
通
り
)
に

総
工
費
二
千
九
百
万
円
で
建
設
さ
れ

る
も
の
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三

階
建
て
、
の
ベ
面
積
七
百
三
十
八
平

方
M
の
近
代
的
な
り
っ
ぱ
な
建
物
で

す。

問
月
中
旬
か
ら
工
引
に
と
り
か

か
り
、
来
年
3
月
完
成
、

4
月
か
ら

開
館
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

県
内
に
こ
の
よ
う
な
施
設
は
、
富

山、

一
日
岡
市
の
こ
か
所
に
あ
る
だ
け

で
す
。軽

ス
ポ
ー
ツ
室
や

料
理
実
習
室
も
1
・

43.11. 1 

で
は
、
次
に
青
少
年
ホ
l
ム
の
施

設
を
簡
単
に
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う

ま
ず
一
階
の
大
集
会
室
に
は
、
卓

球
台
や
体
力
づ
く
り
器
兵
を
お
き
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
も
で
き
ま
す
。
ま
た
悩

み
ご
と
相
談
室
や
前
室
も
あ
り
、
浴

室
で
一
日
の
仕
引
の
汗
を
流
す
乙
と

も
で
き
ま
す
。

二
階
に
は
五
十
人
ぐ
ら
い
は
い
れ

る
娯
楽
談
話
室
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
、

雑
誌
、
国
税
な
ど
が
白
か
れ
、
楽
し

く
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
図

書
室
に
は
や
く

)
千
冊
の
図
告
を
入

れ
る
ほ
か
、
料
理
教
室
に
は
二
十
人

分
の
実
習
設
備
が
と
と
の
え
ら
れ
る

乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

三
階
は
、
二
十
名
く
ら
い
の
グ

y

l
プ
活
動
の
研
修
、
諮
習
に
利
用
す

る
部
屋
が
三
室
も
あ
り
、
ま
た
二
十

四
位
の
和
室
と
茶
室
は
華
道
、
茶
道
の

実
習
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
音
楽
室
に

は
ス
テ
レ
オ
や
楽
器
も
白
か
れ
る
乙

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
青
少
年
ホ
l
ム
は
、

趣
味
、
教
養
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
や
、
健
全
な

グ
ル
'
l
プ
活
動
に
利
用
さ
れ
る
ほ
か

諮
習
会
、各
種
諮
部
会
、生
活
相
談
、

( 1 ) 

トヘ
二
一
十
九
戸

写
真
H
青
少
年
ホ
l

ム
完
成
予
想
図

乙
れ
が
完
成
し
ま
す
と
、
一
日
の

勤
労
を
終
え
た
青
少
年
が
、
乙
乙
に

立
ち
寄
り
、
気
軽
に
喜
び
を
語
り
合

い
、
そ
し
て
明
日
へ
の
勤
労
意
欲
を

感
り
あ
げ
る
た
め
に
、
大
い
に
役
立

つ
も
の
と
則
侍
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
乙
の
ホ
l
ム
の
仙
品
に
つ

い
て
は
、
寄
付
、
そ
の
他
で
あ
て
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。一施

設

の

概

要

一

マ
一
階
(
二
百
八
十
二
平
方

M
)

大
集
会
室
兼
経
巡
動
場
、
小
会
議
室

事
務
室
、
相
談
室
、
機
械
室
、

m室

玄
関
ホ

l
y

青
少
年
ホ

l
ム
建
設
記
念

青
年

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ

会
談
所

な
ど
が
主
催
で
‘
日
月
叩
日
(
口
)

午
後
2
時
と
午
後
6
時
の
二
回
、
市

民
会
館
で
「
佐
良
直
美
シ
ョ
ウ
」
を

ひ
ら
き
ま
す
。
こ
の
利
益
金
は
、
ホ

ー
ム
の
内
部
胞
設
の
充
実
的
に
あ
て

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
水
の
水
質
に
つ
い
て
は
、
水

道
法
第
四
条
に
規
定
さ
れ
、
供
給
す

る
水
は
、
術
生
的
で
安
全
で
あ
る
こ

と
が
第
一
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
水
道
水
に
色
が
つ
く

と
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
削
皮
(

だ
く
ど
)
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
簡
単
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

水
道
は
、
ま
っ
た
く
無
色
で
あ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
現
在

の
配
水
位
の
材
質
な
ど
に
よ
っ
て
、

濁
度
零
度
の
水
を
給
水
す
る
乙
と

は
、
実
際
附
難
と
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
色
が
つ
く
原
凶
と
し
て
は
、
主

と
し
て
鉄
位
の
塗
装
の
浴
出
、
あ
る

い
は
鉄
、
マ
ン
ガ
ン
、
国
鉛
、
銅
な

ど
使
用
金
印
刷
の
浴
出
な
ど
に
よ
る
場

合
が
多
い
よ
う
で
す
。

13 

14 
日

円
以
林
産
物
の
削
・
医
と
品
質
の
向
上

を
は
か
り
.
民
家
の
生
産
意
欲
を
高

め
る
乙
と
を
円
的
に
第
五
回
品
川
作
市

民
業
祭
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

〈
農
林
産
物
品
評
会
〉

.
日
時
リ
け
月
日
日
i
同
日

日
日
午
前
8
i
9
附
H
搬

入

審

査

H
午
前
9
i
什
時
一
般
参
観
H
正

午
、
{
午
後
5
時

同

日

は
正
午
ま
で

.
場
所
H
魚
津
市
位
協
四
階
ホ
l
y

・
山
品
物
日
審
査
品
.
即
売
品
.
参
考

品
.
宣
伝
参
考
資
料
の
四
部
に
わ
か

れ
.
純
類
は
雑
穀
類
.
葉
菜
類
.
恨

菜
類
、
果
実
類
.
そ
の
他
段
林
産
物

加
工
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

早
月
川
の
上
流
に
あ
る
削
谷

(に

ご
り
だ
に
)
の
治
山
部
業
が
、
今
年

度
か
ら
活
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

事
業
所
の
閉
所
式
が
叩
月

μ
H
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

乙
の
に
と
り
谷
は
.
早
月
川
の
文

流
、
小
早
月
川
の
上
流
に
あ
り
、
市

街
地
か
ら
二
十
キ
ロ
も
離
れ
て
お
り

山
く
ず
れ
な
ど
お
き
や
す
い
地
借
で

す
。
昭
和
幻
年
7
月
の
大
災
害
の
と

き
に
は
、
に
ど
り
谷
の
崩
壊
土
砂
が

下
流
に
流
出
し
.
三
・
五
キ
ロ
下
流

の
虎
谷
部
務
付
近
の
河
床
が
二

M
以

上
も
向
く
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
川
が
は
ん
濫
し
、

部
落
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
泊
路
や

縮
、水
路
、間
以
耕
地
な
ど
の
被
害
は
、

非
情
に
大
き
か

っ
た
わ
け
で
す
。

に
ご
り
谷
の
治
山
事
業
は
、
か
ね

て
か
ら
強
く
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
い
よ
い
よ
今
年
度
か
ら
十
か
年

計
画
(
施
行
区
域
四
百
六
十
鈴
)
で、

国
の
直
轄
耕
業
と
し
て
総
額
八
億
二

千
六
百
万
円
の
出
用
で
事
業
が
す
す

め
ら
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た。

計
画
に
よ
り
ま
す
と
.
十
か
年
で

土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
え
ん
堤
五
十、

川
底
の

μ食
を
防
ぐ
た
め
の
床
固
め

水
質
基
準
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
乙
と
を
考
慮
し
て
、

樹
皮
二
度
程

度
の
に
と
り
は
許
容
す
る
も
の
と
し

て
い
ま
す
。
濁
度
一
度
と
い
う
の
は

燕
留
水
一
民
巾
に
カ
オ
リ
ン
白
陶
土

一
読
を
混
和
し
た
と
き
の
に
ご
り
を

い
い
ま
す
。

当
市
で
は
、
門
然
水
が
に
と
る
原

閃
は
主
と
し
て
、
雨
な
ど
一
一回
象
条
件

に
よ
り
水
源
流
域
地
帯
か
ら
の
土
砂

曲
万乏

業

生g
メ』、

〈
即
売
会
〉

股
村
青
少
年
ク
ラ
プ
で
は
、
間以凶

前
で
果
実
.
そ
菜
、
白
木
類
の
即
売

を
行
な
い
ま
す
。

〈
講
演
会
と
講
習
会
〉

と
く
に
婦
人
間
の
品
評
会
場
へ
の

参
観
を
願
う
目
的
で
.
諮
卸
会
と
諮

習
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。

マ
講
演
会
H
日
日
午
後
1
附
加
分
か
ら

股
協
三
階
で
.
「
青
少
年
の
不
良
化

防
止
」
に
つ
い
て
‘
元
精
神
衛
生
セ

ン
タ
ー
所
長
松
村
治
人
氏
の
講
演

マ
冷
凍
食
品
の
展
示
お
よ
び
講
習
会
H

同
日
午
前
川
時

i
ロ
時
ま
で
農
協
二

階
調
理
室
で
ひ
ら
き
ま
す
。

四
十
九、

谷
止
め
工
二
十
九
、
山
'阪

の
緑
他
工
四
・
六
か
を
造
成
す
る
ほ

か
、
三
キ
ロ
の
資
材
運
搬
道
路
を
新

設
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

乙
れ
が
で
き
ま
す
と
、
早
月
川
流

域
の
魚
津
、
市
川
、
上
市
の
二
市
一

町
に
わ
た
る
広
い
飽
聞
に
効
果
を
及

ぼ
す
乙
と
に
な
り
ま
す
。
と
の
保
全

対
象
は
田
川
六
千
百
六
十
か
、
民
家

四
千
百
戸
、
道
路
延
長
百
八
十
二
キ

ロ
、
発
電
グ
ム
九
か
所
な
ど
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

混
入
に
よ
る
と
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
水
道
局
で
は
乙
の
場
合
、
た

だ
ち
に
別
の
深
井
戸
水
源
に
切
り
換

え
、
電
動
で
取
水
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た、

制
度
と
は
関
係
な
く
、
水

道
水
が
に
ど
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

乙
れ
は
、
配
水
管
中
に
初
日
出
し
て
い

た
空
気
が
、
急
激
な
水
圧
に
圧
縮
さ

れ
る
た
め
、
水
の
分
子
中
に
空
一
%
分

子
が
混
入
し
て
発
生
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
し
ば
ら

く
放
置
し
ま
す
と
、
白
い
に
ど
り
水

が
自
然
に
な
く
な
り
ま
す
口

。。

夜
間
お
よ
び
日
限
祭
日
に
お
け
る

水
道
に
つ
い
て
の
ど
連
絡
は
、
級
枕

管
理
室
(
電
話
3
局
8
1
0
2
蒋
)

へ
お
願
い
し
ま
す
。

給水の申し込みは
早めに・

社
会
福
祉
大
会

ひ
ら
か
れ
る

第
十
七
回
魚
津
市
社
会
福
祉
大
会

は
同
日
市
役
所
で
関
係
者
百
五
十
人

が
集
ま
っ
て
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

午
前
中
の
研
究
部
会
で
は
、
児
童

の
交
通
安
全
、
老
人
ク
ラ
プ
活
動
、

保
育
園
施
設
資
の
国
庫
負
担
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
発
表

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
午
後
の
総
会
に
お
い
て
、
永

年
地
区
民
生
委
員
と
し
て
、
地
域
住

民
の
福
祉
増
進
に
つ
と
め
ら
れ
た
次

の
六
氏
に
市
長
か
ら
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

今
井
金
次
郎
(
溺
上
)

大
島
伝

四
郎
(
釈
迦
堂
)
山
瀬
ア

エ
(

仏

国

)

三
吉
キ
ミ

(
山
女
)

畠
山
清
作

(
布
施
爪
)
成
瀬
繁

次
郎
(
上
村
木
)

内
職
の
こ
と
な
ら

内
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ

内
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
は
、
毎
週

月
・
水
・
金
限
目
、
午
前
9
附
か

ら
午
後
3
時
ま
で
市
役
所
商
工
水

産
課
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
内
臓
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
速
胤
な
く
と

相
談
く
だ
さ
い
。

国
鉄
魚
津
駅
前
道
路
に

水
銀
灯
取
り
付
け

魚
津
駅
前
三
十
M
M
道
路
の
グ
リ
l

ン
ベ
ル
ト
に
水
銀
灯
七
誌
が

取
り
付
け
ら
れ
、
4
日
に
点

灯
式
が
あ
り
ま
す
。
乙
れ

は
、
北
陸
電
力
か
ら
寄
付
さ

れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
る
も

の
で
一
基
ゃ
く
十
万
円
、
四

百
ワ
ッ
ト
の
水
銀
灯
二
灯
つ

い
て
お
り
ま
す
。
乙
れ
で
駅

前
が
明
る
く
、
し
か
も
近
代

的
な
装
い
に
な
り
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
写
真
H
近
く
点
灯

さ
れ
る
水
銀
灯

極通肩韮議選理署盤

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

上
水
道
を
使
用
す

る
た
め
、
み
な
さ
ん

が
給
水
の
お
申
し
込

み
に
来
ら
れ
た
際

は
、
き
ま
っ
て
お
急

ぎ
の
よ
う
で
す
。

各
戸
に
取
り
付
け

る
給
水
管
は
、
道
路

に
布
設
し
て
あ
る
配

水
管
か
ら
分
岐
し
て

生
後
六
か
月
以
上
の
人
を
対

設
け
る
た
め
、
工
事
中
は
、
そ
の
道

象
に
イ
ン
フ
戸
エ
ン
ザ
の
予
防

路
を
占
則
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

接
種
を
行
な
い
ま
す
。
乙
と
し

そ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
国

は
か
ぜ
が
流
行
す
る
と
も
い
わ

や
県
の
許
可
を
必
要
と
す
る
場
合
が
れ
て
い
ま
す
の
で
.
ぜ
ひ
予
防

多
い
わ
け
で
、
工
事
は
、
そ
の
手
続
き
川
注
射
を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ

が
終
わ
っ
て
か
ら
始
め
ら
れ
ま
す
。
川
う
。
小
中
学
生
や
園
児
は
、
学
校
、

で
す
か
ら
と
く
に
早
く
設
け
た
い
場
山
保
育
園
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

合
で
も
、
工
事
完
成
ま
で

一
か
月
ぐ

川

熱
の
あ
る
人
、
鶏
肉
や
卵
で
ジ

ン

ら
い
の
余
裕
期
間
を
も
っ
て
お
申
し
山

マ
シ
ン
に
な
る
体
質
の
人、

精
尿
病

脚
気
忠
者
.
妊
婦
、
病
後
衰
弱
者
は

込

み

く

だ

さ

い

。

川

l
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
-
-
|

川

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
六
歳

ー

未
満
の
人
は
保
殺
者
と
い
っ
し
ょ
に

図

書

館

の

休

館

日

は

川
き
て
く
だ
さ
い
。

日

曜

日

に

な

り

ま

す

川

・

料
金
H
二
回
で
一

歳
未
満
五
十
円
、

六
歳
未
満
百
円
、
十
五
歳
末
満
百
四

図
書
館
の
休
館
日
は
け
月
か
ら
白
川
十
円
、
十
五
歳
以
上
二
百
二
十
円
。

隠
日
に
な
り
ま
し
た
。

川

・

市

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
保

図
書
館
で
は
、
み
な
さ
ん
の
利
用
川
険
証
を
お
持
ち
の
人
は
一
歳
未
満
無

状
況
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
川
料
、
六
歳
未
満
五
十
円
、
十
五
歳
未

の
結
果
、
日
曜
日
の
利
用
者
数
が
し
山

尚
七
十
円
、
十
五
歳
以
上
百
十
円
と

だ
い
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
川
な
り
ま
す
。
保
険
証
は
忘
れ
ず
お
持

ち
く
だ
さ
1
0

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
.
休
館
白
川

1

校
下

一
回
二
回

を
い
ま
ま
で
の
水
曜
日
か
ら
日
限
白

川

刊

月

刊

尽

に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
川
大
町
山
日

2
日

開
館
時
間
は
.
午
前
9
時
叩
分
か
ら
川

道
下

山
田

部
日

午
後
6
附

で

す

。

川

経

回

目

日

お

日

援j
中
央
公
民
館

小

学

校

公

民

館 所

刊

月

刊

月

本

江

別

日

幻

自

公

民

館

村

木

引

日

m
A
日

小

学

校

加

積

辺

日

mu
日

小

学

校

受
け
付
け
時
間
は
午
後
1
i
2
時

(他
の
校
下
は
次
号
に
掲
秘
)

住

民

検

診

結
核
の
早
期
発
見
を
目
的
に

7
月

か
ら
住
民
検
診
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
都
合
で
受
け
ら
れ
な
い
人
の

た
め
に
次
の
よ
う
に
再
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

V
住
吉
小
学
校

H
H月
4
日
午
前
9

時
叩
分

i
ロ
時

V
大
町
中
央
公
民

館

H
4日
午
後
l
i
3
時

V
村
木

小
学
校

H
5日
午
前
9
時
加
分

i
ロ

時
、
午
後
1
i
3
時

V
魚
津
保
健

所

H
6目、
7
目、

8
日
.
各
午
前

9
時
加
分

i
ロ
時
、
午
後
1
1
3時

健

康

相

談

日
月
の
健
康
相
談
日
は

6
日
、
日

目
、
加
日
、
幻
日
で
す
。
時
間
は
午

前
日
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
で
.
市

役
所
保
健
室
で
ひ
ら
き
ま
す
。
健
康

相
談
に
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ

、、内
M
、V電
ま
た
、
医
師
に
よ
る
相
談
日
は
、

加
日
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で
市
佼

所
保
健
室
で
行
な
い
ま
す
。
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日
め
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
ね
ら
い

も
持
っ
て
い
ま
す
。

掛
け
金
は
一
人
年
間
三
百
六
十
円

で
す
が
、
保
険
期
聞
が
来
年
3
月
引

日
ま
で
で
す
の
で
、
日
月
か
ら
加
入

さ
れ
ま
す
と
一
人
百
五
十
円
と
な
り

ま
す
。乙
の
制
度
に
加
入
し
て
い
て
、
万

一
交
通
事
故
に
あ
っ

た
と
き
、
次
の

よ
う
な
見
舞
金
が
も
ら
え
ま
す
。

区 分|人員|金額
人 万円

加入状況 5，628 197 

死 亡 2人 100 万円

傷害6か月以上 10 

グ 1か月以上 4 8 
ク 1週間以上 6 3 

13 121 

i怠?智3撃

什
月
は
、
国
民
年
金
普
及
推
進
の

月
で
す
。
国
民
年
金
は
み
な
さ
ん
の

年
金
で
す
。

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て

い
な
い
人
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な

い
人
、

ま
た
、
年
金
給
付
の
詰
求
を

し
て
い
な
い
人
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
は
、
農
家
の
人
や
商
庖

な
ど
、
自
分
で
商
売
を
し
て
い
る
人

た
ち
の
た
め
に
昭
和
初
年
4
月
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
入
す
る
人

は
、
川
治
判
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
二
十
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、

他
の
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
な
ど

を
除
い
て
、
す
べ
て
の
人
が
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま

す。
加
入
す
れ
ば
、
一

定
の
保
険
料
を

納
め
る
乙
と
に
よ
り
、
老
後
の
生
活

は
も
ち
ろ
ん
、
病
気
や
け
が
を
し
た

と
き
、
ま
た
夫
と
の
死
別
な
ど
、
不

服
の
事
政
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
時
代

の
物
価
や
生
活
水
準
に
応
じ
た
年
金

が
保
障
さ
れ
て
お
り
、
将
来
の
生
活

も
安
定
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
ど
の
年
金
制
度
か
ら
も
保

障
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
い
ま
す
ぐ

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
と
り
ま

し
ょ
う
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
市
役
所
市
民
課
ま
た
は
連

絡
所
へ
と
相
談
く
だ
さ
い
。

魚第3種郵便物認可

で t) 

すま
|す
か

ま
た
、
厚
生
年
金
や
他
の
年
金
共

済
に
加
入
し
て
い
る
人
の
安
(
夫
)

は
、任
意
加
入
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

国
民
年
金
に
も
加
入
し
て
、
老
後
夫

婦
二
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
年
金
が
受
ら

れ
る
よ
う
、
安
定
し
た
生
活
設
計
を

た
て
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昭
如
判
年
1
月
か
ら
保
険

料
が
五
十
円
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。
三

十
五
歳
未
制
は
二
百
五
十
円
、
三
十

五
歳
以
上
は
一
二
百
円
と
な
り
ま
す
。

年以タ

全 匡1'"
Z民3
51 1:~'" 
き金4

6ネ.'"
な 公 y

ど
決
議

第
八
回
富
山
県
国
民
年
金
大
会

は
、
幻
自
魚
津
市
民
会
館
で
関
係
者

ゃ
く
八
百
人
が
集
ま
っ
て
ひ
ら
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
お
い
て
国
民

年
金
事
業
に
功
労
の
あ
っ
た
六
団

体
、四
十
八
人
が
表
移
さ
れ
た
ほ
か
、

芯
見
発
表
も
あ
り
ま
し
た
u

最
後
に
年
金
額
の
大
幅
引
き
上
げ

婦
人
年
金
権
の
確
立
、
国
ほ
負
担
の

増
額
、
年
金
委
員
制
度
の
早
期
法
制

化
な
ど
五
項
目
の
決
議
文
を
採
択
し

ま
し
た
。

な
お
魚
津
市
で
表
彰
さ
れ
た
人

は
、
橋
本
民
吉
(
仏
国
)
田
村
キ
ク

(
友
道
)
さ
ん
の
二
人
で
し
た
。

魚
津
総
合
職
業
訓
練
所

訓
総
生
を
募
集

魚
津
総
合
職
業
訓
練
所
は
、
来
年

4
月
か
ら
三
和
田
閉
所
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、

訓
練
生
を
次
の

よ
う
に
募
集
し
ま
す
。
入
所
希
望
者

は
、
什
月
初
日
ま
で
魚
津
公
共
職
業

安
定
所
ま
た
は
市
紋
所
商
工
水
産
税

へ
願
主
を
捉
山
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
科
目
と
定
員
H
尼
子
機
器
和
、
機
械

斜
、
製
か
ん
料
、
各
二
十
五
名

マ
訓
練
期
間
日
二
年
間

マ
資
格
H
学
.陸
、
年
令
を
聞
い
ま
せ
ん

が
、
義
務
教
育
終

7
者
。
た
だ
し
寵

子
機
器
科
は
高
等
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
を
要
し
ま
す
。

マ
試
験
日
H
ロ
月
日
日
四
部
中
学
校

努
集
忠
一
検
金
ま
，
受
け
よ
ラ

市
で
は
国
民
健
康
保
険
事
業
の一

つ
と
し
て
、
寄
生
虫
検
査
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
検
使
用
器
類
は
す
で

に
配
布
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が

恐
ろ
し
い
寄
生
虫
か
ら
私
た
ち
の
体

を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
検
査
を
受
け
ま

1υ
ょ
R
J
o

寄
生
虫
が
体
の
中
に
い
ま
す
と
、

次
の
よ
う
な
症
状
が
で
て
、
い
ろ
ん

な
病
気
の
原
因
と
な
り
ま
す
か
ら
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
畑
虫
H
腹
痛
、
下
痢
‘
便
秘
、
胸
や

け
、
め
ま
い
、
失
神
な
ど
が
お
こ
り

胆
の
う
炎
や
虫
垂
炎
の
原
因
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
十
二
脂
腸
虫
H
体
が
だ
る
く
、
息
ぎ

れ
.
め
ま
い
が
お
こ
り
ま
す
。

・
腕
虫
H
体
が
暖
ま
る
と
匹
門
が
む
ず

む
ず
し
て
、
不
快
に
な
り
、
神
経
質

に
な
っ

た
り
、

夜
泣
き
の
原
因
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
予
防
に
は
、
よ
く
手
を
洗
い

体
や
衣
服
は
清
潔
に
、
野
菜
な
ど
洗

剤
で
よ
く
洗
う
こ
と
な
ど
が
た
い
せ

つ
で
す
。

検
使
用
器
の
回
収
日
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
区
長
さ
ん
の

指
定
さ
れ
た
日
に
、
指
定
場
所
へ
お

出
し
願
い
ま
す
。

〈
地
区
の
回
収
日

V

V
道
下

H
H月
2
日、

4
日

V
加

杭

H
5目、

6
日

V
下
野
方

H
7

日、

8
日、

9
日

V
魚
伴
H
け
日

1
何

回

収

集
時
間
は
午
前
叩
i
ロ

時
(
他
の
地
区
は
実
施
ず
み
)

一 国税についての不平、不満をどうぞ一

納税者の声を聞く旬間

国
税
に
関
す
る
「
納

税
者
の
声
を
開
く
旬
間

」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
な
か
で
、

税
に
つ
い
て
の
法
作
や

規
則
が
む
ず
か
し
い
と

お
困
り
の
人
、
あ
る
い

は
税
金
を
悩
み
の
タ
ネ

と
考
え
て
お
い
で
の
人

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

税
務
署
で
は
、
け
月

1
日
か
ら
叩
日
ま
で
の

十
日
聞
を
、
と
く
に
「

納
税
者
の
声
を
聞
く
旬

技部山法操bvペ
ル
件
寸

ヲ

実

川
和

U

の

砲
、
プン

(
ポ
招
防消一一真写

六
分
団
な
ど
が
一
位

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

魚
津
市
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
操

法
競
技
大
会
は
、
お
日
本
江
小
学
校

で
あ
り
ま
し
た
。
風
雨
の
中
、
百
五

十
名
の
団
員
と
十
四
台
の
消
防
車
が

参
加
、
日
頃
の
訓
練
を
披
川
崎
し
ま
し

た
。
操
法
競
技
成
制
は
次
の
と
お
り

マ
結
合
政
管
の
部
H
一
位
六
分
団
(

松
倉
)
十
分
団
(
加
杭
)
三
位
三
分

団
(
橋
場
町
)

マ
軽
邑
吸
管
の
部
H

一
位
二
分
団
(
荒
町
)
二
位
十
二
分

団
(
経
山
)
三
位
八
分
間
(
下
野
方
)

大
海
寺
野
地
内
に

建
設
中
の
移
転
就
職

者
川
宿
舎
が
近
く
出

成
し
ま
す
の
で
、
そ

の
入
居
者
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
希
望

者
は
「
宿
舎
借
受
申

請
書
」
を
早
め
に
大

町
魚
津
公
共
職
業
安

定
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

乙
の
伯
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
四
階
建
て
の
建
物
で
、
八
十
位
帯

が
入
居
で
き
、
一

戸
あ
た
り
の
面
積

は
、
三
十
四
・
六
平
方
M
、
六
畳
、

四
・
五
畳
、
台
所
、
水
洗
便
所
、
浴

室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

家
賃
は
月
額
四
千
円
で
.
二
か
月

分
程
度
の
放
金
が
必
裂
で
す
。
入
居

移転就職者用宿舎

入居者募集

〈
刊
月
は
体
力
.
つ
く
り
歩
行
県
大
会
〉

日
月
の
歩
こ
う
会
は
、
3
日
に
行

な
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
、
「
体
力

づ
く
り
歩
行
富
山
県
大
会
」
と
し
て

貸
切
り
パ
ス
で

小
川
混
泉
ま
で
行

き
、
同
混
成
|
越
道
峠
間
を
往
復
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
軽
装
で
、
中
食

と
バ
ス
代
三
百
円
を
お
持
ち
の
う

え
、
午
前
9
時
ま
で
市
役
所
前
へ
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
は
、
市
佼
所
前
か
ら
小
川

温
泉
元
湯
ま
で
貸
切
り
バ
ス
で
行

き
、
元
以
|
越
道
峠
l
m附
天
風
日
|

元
財
と
歩
き
ま
す
。
帰
り
も
バ
ス
を

利
用
.
午
後
3
時
ご
ろ
解
散
予
定
で

す
。
な
お
参
加
者
全
員
に
記
念
品
が

で
き
る
時
則
は
ロ
月
却
日
か
ら
と
な

っ
て
い
ま
す
。

宿
舎
に
入
居
で
き
る
人
は
、
職
業

安
定
所
の
紹
介
に
よ
っ
て
就
職
す
る

人
で
、
住
宅
に
図
っ
て
い
る
人
、
家

賃
の
五
倍
以
上
の
収
入
あ
る
人
な
ど

で
す
。
貸
与
の
期
間
は
、
原
則
と
し

て
一
年
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。
く

わ
し
い
こ
と
は
魚
津
公
共
職
業
安
定

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い。

寄

イ寸

一
万
円

経
田
中
町
明
野
九
郎
助

一

万

円

住

吉

町

山

崎

せ

き

五
千
円
経
田
西
町

富

田

藤

吉

五
千
円
新
金
属
一
区
宮
野
勝
明

二

千

円

住

吉

石

坂

幸

作

香
典
返
し
を
社
会
福
祉
援
設
金
へ
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

1 0月6日の歩こう会には、
ゃく40名が参加されました。
午前91時過ぎ市役所前を出発

天神一小川寺ー桜IIJ者一小)11寺

と歩きましたD 途中、天神山

ふもとで「ぶどう狩り」を楽

しみながら、さわやかな秋の

1日をすごしました。(写真)

贈
ら
れ
ま
す
。

〈
η
月
は
体
力
テ
ス
ト
〉

ロ
月
の
歩
こ
う
会
は

1
日
(
日
)

午
前
9
附
か
ら
大
町
小
学
校
で
体
力

テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か

マ
お
払
い
込
み
の
保
険
料
は
・・・・・・その

一
部
を
砧
み
立
て
て
地
方
公
共
団
体

へ
融
資
さ
れ
、
学
校
、
道
路
、
縮
、

住
宅
、
港
湾
な
ど
の
改
訟
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

マ
め
で
た
く
満
期
の
と
き
:
:
:
定
め
ら

れ
た
保
険
金
に
配
当
金
を
そ
え
て
‘

窓
口
か
お
宅
の
玄
闘
で
支
払
わ
れ
ま

す。

マ
万
一
ご
不
幸
の
と
き
:
:
:
必
要
な
書

類
が
と
と
の
え
ば
、

窓
口
で
、
ま
た

は
お
宅
で
即
時
払
い
い
た
し
ま
す
。

(
経
過
年
数
に
よ
っ
て
は
配
当
金
を

そ
え
て
)

マ
交
通
事
故
や
災
害
で
死
亡
さ
れ
た
と

き
・・・・・・その状
況
と
経
年
に
よ
り
.

倍
額
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

間
」
と
定
め
ま
し
た
。
納
税
者
の
み

な
さ
ん
か
ら
い
ろ
ん
な
苦
情
や
意

見
、
要
望
な
ど
を
多
く
お
聞
き
し
、

み
な
さ
ん
の
悩
み
を
な
く
す
る
と
と

も
に
.
税
務
の
改
善
に
役
立
て
、
近

づ
き
ゃ
す
い
税
務
署
の
笑
現
に
つ
と

め
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

国
税
に
関
す
る
不
平
、
不
満
、
意

見
、
要
望
な
ど
を
こ
の
機
会
に
、
口

頭
あ
る
い
は
電
話
、
手
紙
な
ど
の
方

法
で
ど
し
ど
し
税
務
署
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

山
判
刊
叫
，
ん

m以

所
得
税
第
二
期
分
の
納

i
F
Z

H
農
業
好

期

限

は

刊

月

初

日

で

す

-

得
以
外
の

人
は
、

7
月
に
納
付
に
な
っ
た
第
一

期
分
と
同
額
で
す
。
農
業
所
得
の
人

は
、
先
に
お
送
り
し
た
予
定
納
税
通

知
書
第
二
期
分
欄
の
金
額
で
す
。

納
付
3
H
国
税
の
振
替
納
税
利
用

の
人
に
は
け
月
別
日
ご
ろ
指
定
の
金

融
機
関
(
農
協
)
へ
、
振
替
以
外
の

人
に
は
け
月
日
日
ご
ろ
納
税
者
へ
お

送
り
し
ま
す
。

納
税
H
振
替
利
用
の
人
は
、
日
月

初
日
に
金
融
機
関
に
お
い
て
、
あ
な

た
の
口
座
か
ら
振
り
替
え
て
納
税
し

て
く
れ
ま
す
。
振
替
以
外
の
人
は
、

期
円
内
に
近
く
の
金
融
機
関
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

(
魚
津
税
務
署
)

簡
易
保
険
の
働
き

マ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
、
老
後
の
ご

静
益
に
:
:
:
保
養
セ
ン
タ
ー
や
加
入

者
ホ
l
ム
は
、
安
い
料
金
で
健
康
と

憩
い
と
や
す
ら
ぎ
が
得
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
特
典
の
あ

る
簡
易
保
険
を
生
活
設
計
に
組
み
入

れ
て
、
社
会
保
障
制
度
の
一
助
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈写~=融資資金でillて られた市包・住宅〉

楽郵タ
し便タ
い貯タ
計金4
画で
旅
行
を

郵
便
局
で
は
、
日
本
交
通
公
社
、

県
老
人
会
述
合
会
、
県
社
会
福
祉
協

議
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
「
郵
便

貯
金
敬
老
の
旅
」
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
乙
れ
は
郵
便
局
の
定
額
貯
金
の

元
金
を
そ
の
ま
ま
据
え
置
い
て
、
毎

年
利
子
だ
け
を
受
け
取
る
「
利
子
分

割
払
い
式
」
の
定
額
貯
金
で
す。

例
え
ば
三
十
万
円
を
定
額
貯
金
に

預
け
入
れ
ら
れ
ま
す
と
、
そ
の
利
子

が
一
年
目
一
万
四
千
二
百
六
十
五
円

二
年
目
一
万
九
千
三
百
二
十
三
円
、

三
年
目
以
降
毎
年
一
万
六
千
七
百
二

十
五
円
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。
乙

の
利
子
で
、
毎
年
「
敬
老
の
日
」
に

お
年
寄
方
を
特
別
列
車
で
、
楽
し
い

旅
行
を
し
て
い
た
だ
い
て
親
孝
行
を

す
る
制
度
で
す
。
(
魚
津
郵
便
局
)

引
揚
者
特
別
交
付
金

に

つ

い

て

引
揚
者
お
よ
び
そ
の
遺
族
に
給
付

さ
れ
る
引
揚
者
特
別
交
付
金
に
つ
い

て
、
現
在
ま
で
六
百
世
帯
が
請
求
手

続
き
さ
れ
ま
し
た
が
、
認
定
事
務
お

よ
び
国
債
発
行
事
務
が
遅
れ
、
み
な

さ
ん
に
た
い
へ
ん
迷
惑
を
か
け
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
国
債
の
交
付
通
知

を
受
け
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
紫
哲
な

ど
で
通
知
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

な
お
、
ま
だ
請
求
手
続
き
を
終
わ

っ
て
い
な
い
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

い
ま
す
ぐ
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
は
正
確
に

電
話
局
で
は
、
少
し
で
も
か
か
り

ゃ
す
い
電
話
に
す
る
た
め
、
み
な
さ

ん
の
利
用
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
十
回
に
一
・
五
回
ほ
ど
、
か

け
方
の
ミ
ス
が
あ
り
.
と
く
に
市
外

へ
お
か
け
の
と
き
に
多
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
戸
の
か
け
直
し
は
、
時
間

の
ム
ダ
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
お
か

け
に
な
る
と
き
は
、
「
相
手
の
容
号

を
よ
く
確
か
め
、
メ
モ

を
見
な
が
ら

ダ
イ
ヤ
N
は
正
確
に
」
お
回
し
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

(
魚
出
電
報
電
話
局
)

に

ぎ

わ

っ

た

特

魚

津
特
産
品

展
示
会
は
‘
高

産
品
展
示
会

高
橋
完
成
を
記

念
し
て
、
日
月
6
日
か
ら
四
日
間
、

市
民
会
館
と
図
告
館
で
ひ
ら
か
れ
.

五
千
六
百
七
十
人
の
入
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
出
品
点
数
は
建
具
や

漆
器
な
ど
五
千
四
百
六
十
点
も
あ
り

ま
し
た
。
即
売
品
は
四
十
三
万
六
千

円
の
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
日
曜
祭
日
の
当
番
医
〉

V
3日
H
H
(
昼
)
鴨
川
町
青
木
医
院
①

0
3
6
2
(夜
)
金
屋
町
桝
附
医
院
①

0
3
9
9
v
m
日
H
(昼
)角
川
町

熊
西
医
院
①

0
1
6
6
(夜
)
友
道
附

屋
医
院
①
0
4
9
0
V
げ
日

H(昼
)

住
吉
寺
崎
医
院
①
3
6
1
9
(夜
)
本

江
加
納
医
院
①
0
5
4
8
V
お
日

日
(
昼
)
下
村
木
町
森
本
医
院
①
1
2

5
3
(夜
)経
回
西
町
朝
野
医
院
①
1

1
1
2
v
m
日
H
(昼
)腿
野
油
田

医
院
①
0
7
3
3
(夜
)
出
方
町
河
内

医
院
①
3
2
1
0

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税

第
三
期
分

刊
月
初
日
で
す

納
期
限
は


